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か
ら
多

♦

生
命
保
險
料

.に
認
め
ら
か

：

て
居
つ
力
免
数
の
特
.典
を
廢
在
ず
る
の
が
至
當
で
あ
る 

と

云

ふ

說

も

あ

つ

，
た

力

、
是

れ

は

儉

な

k

‘就
理

.に
偏
し
た
譲
論
せ

.ざ
る
を
得
な

' 
い
。
生
命
保

‘ 

險
に
關
す
る
宽
典
で
、貯
菩
を
獎
働
サ
る
こ

t
は
.咸
も
簡
單
で
あ
ね
，又
實
行
的
で
も
あ
ら
、一
方 

お
；；

得
桃
納
稚
春
の

.ネ
參
數
は
；此
貯
菩

0

形
態
を
利
用
し
て
居
る
の
で
孩
も
廣
く
寬
典
を

J,  

郁

K
,及
ぱ
し
得
る
道
理
で
あ

r
e
v

て
、委
員
會
ー
も
是

>
 
の
，
S
由
か
ら
、生
.命
保
臉
料
に
翻
す
る
寬
典 

を
犧
總
す
る
こ
と
を
認
レ
た
。
然
レ
親
行
法
に
比
較
し
て

i

々
.の
改
を
加
.へ
る
こ
と
を 

必
要
ぐ
し
、大
體
左
の
如
き
提
案
を
試
み
，た
の
で
あ
る

。
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千
九
百
十
六
年
六

‘月
二
十
二
日
以
後
縮
結
.さ
れ
力
傲
險
契
約
じ
於
で

.は
、生
命
保
臉
料
に 

對
す
る
寬
孤
は
税
率
を
半
額
ご
す
る
形
で
行
は
れ
る
こ
，と。

(

ニ)

千
九
百
十
六
年
六
月
二
ホ
二
日
以
前
に
蹄
結
さ
れ

☆
.

保
臉

.契
約
に
於
て
は
、所
得

一

千
碌 

i

以
下
の

.者
に
在
り
は
、桃
率
を
年
額
と
し
成
得

I
千
贿
以
上

.ニ；千

.破
以
下
の
.者
に
夜
り
て 

は
祸
举
を
四
分
の

H
と
す
る
形
で
、寬
典
を
與
へ
る
こ
を

。
.
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.

は
進
ん
で
先
づ
，孤
义
經
濟
に
於
け
る
資
本
に
就
て
上
記
の

0
問
に
答
へ
る
。
旣 

明
し

な
瑪

\

孤

經

濟

，に
，於
：：て
は
人
は
有
ゆ
ダ
®
卞
的
關
係
か
ら
離
れ
て
直
に 

對
立
す
る
，。
M
從
て
吾

‘人
は
此
释
に
全
く
社
會
的

P
係
じ
制
約
せ
ら
，

.る

、
事
.な
き 

か
ぐ
生
産
行
殺
を
認
識
す
る
：こ

W

が
出
來
る
ダ
然
ら
ぱ
此
場
合
に
資
本
は
何

.を
以
て
成
.る 

か
0
,人
は
其
欲
與
を
滿
た
す
游
め
：に
絕
え
す
成
る
可
く
生
、産
的
に
勞
働
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

粮
る
に
熟
果
，の
採
取
と
云
ふ
が
：

M
き

*

低
度
の
生
：産
行
爲
以
外
の
場
合
に
於
て
は

A

は
’欲
望 

有
足
手

I

段
を
ポ
出
ず
る

.爲
め
に
は

' 先
づ
，道
具
？
原
科
ビ
を
生
生
適
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ

0
 

.此
の 

填
具
ビ
原
料
ビ
ザ

(
R
o
d
b
e
r
t
u
s

に
'從
へ
ぱ

)

資
本
で
あ
つ

H
、

を
れ
を
以
て
、且

0
を
.れ

か

ら

ら

れ
 

た
欲
：
®

充
足
手
段

tl"

所
得
を
，形

#

す
る
の
で
ぁ
る

.。

.

.別

.言
す
れ
ぱ

「

資
本

r
 

:は
'更
に
.生
産
の

‘
，

鎮
十
五
翁

c
m

i
:
)

レ

論

一

眺

，

す
ド
ペ
ル
ト
ス
の
經
濟
學
魏
補
遺
へ

■

第
H

驗

-
K
J

w
o
d
b
e
n
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の

前
説
に
説 

外
界
：自
然

ニ

ダ
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.

第
i

六
ニ

ン
爲
.
め
に
供
用
せ

&

:

る
；
.
>
 生
産
政

^

 

足
の
®

め
役
立
づ
生
産
物
で
あ
る
。，

.

.食

卷
は
猶
/

は
勞
働
，に
俟
，

C
V

ざ

こ
ろ
あ
る

.

豫
行
勞
働
後
者
，
.
は
K

ち
に
享
樂
に
接
す
る
完
成
勞
働 

^

あ
る
め

(
2
3
4
-
5
)

.従

.來
經
濟
學
者

'

♦

愿
々
生
.産
者
が
生
産
中
じ
徵
截
す
る
生
饼
資
料
を
資
本
ビ 

.

.認
め
ょ
.

ぅ
ご
す
る
が
、

R
&
b
l
s

が
是
說
の
誤
認
を
指
摘
す
る
こ
と
は
甚
だ
痛
切
で
あ
る
。

B

,
 

へ
ら
i

此
見
解
を
徹
底
せ
し
む
；る
時
は
成
は
：全
然
資
本
ご
所
得
ど
の
愿
別
を
廢
止
ず
る
か
、又 

ザ
#
:

ゆ0
1

槪
念
の

.颇
倒
に
、到
着
す
る
の
外
は
な
，い
。
，成
程
人
間
は
絕
え
す

4̂

欲
望
を
滿
だ
ず 

爲
め
に
♦絕
え
す
勞
働
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、新
勞
働
に
後
事
し
ウ

,

,

常
に
旣
独
勞
動
の

.所 

得
を
：享
樂
す
る
。

彼
は
：生
；産

し

つ

、
：消
費
し
、消
費
し
つ

：

>
 

生
産
す
る
。

併
し
彼
は
生
産
ず
る 

爲
め
：に
消
費
す
る
の
や
は
な
ぐ
て
、消
費
す
る
：線

.
め
に
：生
産
す
る
、享

^

ん
.が

爲

め

に

所

を

‘ 

.造
出
す
の
で
あ
る
，
故
に
若
し
も

「

彼
れ
が
生
産
し
ウ

\

消
費

す

：る

>
3

こ
.
ろ
の
，
も

，
.の
が
、資
本
で 

あ

る

可

き

も

の

な

ら

ぱ

•

，：
•

彼

れ

力

梢

費

し

ウ

S

生
産
す
る
も
の
、即
ち
道
具
及
び
原
料
は
所 

:
#
:

で
な
.け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
か
、或

は

：
：

j

切

の

も

e

卯
ち
道
具
原
料
及
び
生
活
資
料
は
擧
げ
て 

資
本
ミ
な
ら
、所
得
の
：；槪
，念
は
梢
減
し
な
サ
れ
ぱ
な
ぷ
パ

#

で
*
あ
ら
タ
ピ
。
‘；(

ぃS
,

か)

K
o
d
b
e
r
t
u
s

は
又
勞
顿
生
産
力
の
潜
進

^

資
本
に
歸
す
る
說

.
を

否

認

す
る
。

資
本
は
旣
逃
の

如
く gii

具
；
，

J

原
料

V
i

か
ら
成
る
も
の
，で
あ
る
が
、，原
料
は
生
ま
力
の
清
進
ん
-共
に
增
加
ず
る
の 

，を
，常

V

す
.る
け
れ

.ど
も
、此
墙
加
は
彼
の
墙
：進
の
.原
因
ぱ
か
り

.で
は
な
く
て
、寧
ろ
結
果
に
外
な 

ら
ぬ
。
又
、道
具

.

1.̂

託
て
云
へ
ぱ
、ポ
間
稱
人
間
ぱ
其
勞
働
を

.I

周
生
産
的
な
ら
し
め
る
爲
め
に 

は
通
常
直
ち
に
欲
選
充
足
手
没
の
生
産
に
其
勞
働
を
叙
け
や
に
ぶ
づ
道
具
じ
之
を
向
け

; 

し
て

4

を
ビ
Z

ろ
の
道
真
が
精
巧
セ
あ
れ
ぱ
あ
る
に
從

0

て
感
，働
生
産
力
は
潜
進
す
る
の
が 

.而
常

.で
め
：る

0
:俳
^
;も̂
：資
本
發
法
以
前
，か
ら
生
達
カ
の
增
減
は

あ
；-

得
ネ
能
.力
セ
な
ぐ
養
本 

が
增

.
S

す
ろ
事
な
く

 T
g
l

な
却
て
減
少
し
な
が
，も
、生
産
力
が
清
進
す
ネ
事
が
あ

.ゎ
得
る

(

精
巧
な 

斧
道
真

f
t由
.て
生
邀
力

.は

填

進

，す.る
が
ポ
道
具

'の
'生
産
に
要
す
る
，勞
蝴
量
は
從
'.來
ょ
ぅ
處
大 

ぜ
ネ
る
場
合

)

か
長

®
寒
生
産
力
の
增
進
は
資
本
に
歸
せ
ら
ぁ
べ
き
も
の
で
ま
な
く
て
"
^
働 

み
歸 

'せ
ら
ぶ
ぺ
。き
も
の
だ

」

S 

® 

^
 

^
 

S 

0
- 

■ 
又
彼
は
資
本

.の

.本
廣
を
蓄
積
量 

f

t

求
め

.あ
，就を
ぁ
斥
け
る
。し
資
本
の
本
質
は
更
生
邀
の
用
に
供
ぜ

&

る
生
.症物 

力
る
の
：1

事
に
あ
つ
て
、其

量
©
.

大
小
、持
續
時
間
の
：長
轉
は
問
，ぶ
事
を
須
ゐ
な
い

ざ

云
ふ
の
で

あ
ふ
"
 ̂

(
2
3
9

も

r 

■ 
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,

次
に
：
-孤
立
經
，

に
於

H

資
本
は
如
何
に
し
て
發
生
し
、如
何
に
し
て
增
伽
す

る
か
。

答
に
日 

ぺ
資
本

-

は
：勞
，働

K

お
一
て
發
生

.
し
#

働
に
，陶
て
潘
加
す
る
ダ

-0

 

.

^

資

の

嚴

生
：

に」

關
す

>
0；

有

力

卞

る

.j 

ニ®

は
資
本
ぜ
貯
：菩

ゆ

由
て

.

,
0
す
を

主
張
す
る

6
,.

併 

-P. .

原

料

及

び

道

具

が

如

何

に

じ

て

貯

菩

に

：由
て

發
：生
し
，得
‘
る
か
。

若
し

も

貯

蓄

と

云

ふ
事
が 

0 

て
保
存
.
す
る
ご
云
ふ
.

意

：
味

：
な

ら

，

.

ば
、を
れ
.

は
，.貯

菩

す

る
ふ

'

前
-
.に
.先
づ
存
狂
し
な 

.

け
.

れ
.
ぱ
な
ら
ね
？
ャ
或
k

と

，を
道
具
を
作
る
爲
め
に
.は
そ
の
間
已
れ
を
.支

へ
る

★

け

0
.

食
科
を 

先

W

貯
蓄
し
な
け
れ
：ば
な
ら
ぬ
，

e

云
ふ
意
味
：

解
释
し
/ぶ
ぅ
：か
。

併

ら

港

U

孤
立
經
濟
ま 

醋
か
手
か

.

.ら

ロ

に
#

S
5

ず
る
，狀
態
に
在
ウ
て
、道
其
を
製
作
，す
る
の
餘
時
が
，な

%
.

を
す
み
ば
、彼 

れ

は

勿

#

其
食
料
：ホ
貯
.
菩

す

る

事

は

出

來

ぬ

。

之
‘

を
行
ふ
前
に
は
.

先
づ
勞
働
生
産
力
の

.

增
I

 

>

云
ネ
事
が
な
け
れ
ぱ

i

な
ち

ぬ
.
。

生

産

力

の

增

進

に

由

で

從

.

#

全

然

生

活

必

須

物

の

獲

得

に 

光
て
ら
れ
た
勞
働

.

に

能

格

を

生

，，
す

る

に

.至
て
、

給

め

：
て

此

：
の

綠

挑

勞

，働

を

道

具

の
.

m

作

2
:

 

k

當 

ず
，
1

が

出

來

る

の

で

あ

る

。
：：：：，故
に
孤
立
經
濟
主
/體
を
し
て
食
料
以
：外
•
の
或
者
を
生
産
す
る 

事
を
相
'

せ
し
め
る
，丈
：
.け
：.の
：食

科

を

以

て

彼

の

最
.
初
の
，資

本

な

す

I
る
も
、或
は
释
初
の
道
具 

及

，
び

原

：
料

を

以

て

そ

れ

な

$

,
ビ
す
る
，

p
>
T

直
接
資
本
物
體
を
：造
る
も
の
が
常
ね
勞
働
◎
み

な

る
.

ノ
レ
同
じ
，v̂

、

又
斯
る
資
本
み
發
生
，を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の

.

は
：勞
働
生
.産
力
の
潜
進
の
み
で
あ

つ
て
貯
蓄
で
ほ
な
い
。

」 
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.

:,:

,資
本
の

0
生
が
勞
，働

k

:

由
る
：と
同
じ
，く
、資
本
の
播
加
も
亦
勞
働
に
由
，る
の
で
、貯
裁
に
由
る

の
、で
は

.な
い
。，抑
も
資
本

<の
糟
加
グ
云
ふ
言
葉
は
：ニ
の
意
味

k

解
釋
さ
れ

.得
る
。
資
本
を
形

.

.

.

.

1.

.

.

.

.

.
‘ 

■ 

•■ 

.

, 

■ 
■ 

■ 

. 

' 

:
-
. 

• 

.

. 

.

.

.

.

.
:

成
す
る
：生
産
物
量
の
：清
；加

、と
，：

云
ふ
意
味
ざ
、資
本
の
爲
め
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.
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勞
働
量
の
樹
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加
ご
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ふ
：意
.
味
と
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あ
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，意
味
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資
本
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潜
加
な
ら
ぱ
、そ
れ
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勞
-
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働
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力
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播
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づ
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意
味
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の
資
本
播
加
な
ら
ば
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,
れ

は
.努
働
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そ
の
：者
の
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加
に
基
づ
く
も
の
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"あ
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て
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れ
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場
，合
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.に
‘ネ
貯
菩
の
墙
進
に
.基
づ
く
も
の
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は
な
い
：。：
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此

處

に

謂

ふ

勞

働

そ

の

；
者

，の
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滅
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一

日

中

の
.梦

働

；
時

間

の

延

嚴

举

し

く

は

短
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縦 
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過
：
去
，
に
：
關

し

た

る

：
勞

働

；
時

袖
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Q
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長
短
と
に

.依
一
て
決
せ
ら
れ
る

-
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-禅
を
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國
K 
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移 

せ
！̂
：國
民
資
本
の
辦
贼
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，努
働
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增
贼

W
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新

，古

と
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依

て

決

；
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ご

云
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濟
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働
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由
て
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.
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塵
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.

じ
ォ
I

ダ
トK

の

f

韻 

i

號

六

六

，道
具

及

び

源料
： .

の
消
’‘耗

ル

補

充

を

意

味
t
 *

る
が
、斯

る

補

充

が

R
o
d
b
e
r
t
u
s

の
立
場
.か

ら
す
れ

f 

努

働

ま

，

の
外
之
を
行
ふ
遂

‘
が
な
い

0

は
.
，說
明
を
俟
ぬ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。

,

最
ま
に
資
本
は
所

#
 

し
て
如

.

M

な

る
、
闘
係

k

立
ジ
か
。

.R
o
d
b
i
s

ゆ
此
照
に
答
へ
る 

に
一
依

.ズ
嘴
も
資
本

.：を
以
て

.所
得
の
源
嚴
と
ダ

‘し
、資
本
と
所
得
と
の
間
に

-.
B 

M關
係

.を

.認
め 

る
經
濟
學
激
の
妄
を
徘
：じ
ネ
ぅ
と
す
る
。

‘
彼
の
見
る
所
に
從
、へ
ぱ
豫

f
r
:勞
.働
た
る
資
本 

佛
勢
：f

;

タ
る

.所
得
ご
の
閲
に

.
は「

源
聚
ビ
水
流
、原
因

’

結
娘
、生

産

股

力

ビ

生

産

き

の

».係
は 

な

く

て

雨

者

は「

單

，に

嬉

績

繼

起

の

，關

係

じ

，立

CV:

に
過
ぎ
ぬ

V

例
へ
，ぱ
人
が
樹
枝
を
折
取
ゥ
て
、
 

も

.わ

を

以

て

架

，實

を

打

，

V

た
ビ
す
れ
ぱ
，此
の
雜
片
は
彼
の
資
本
で
あ
る
が
、打
落
さ
れ
た
架 

詹
な
る
所
得
を
以

て

.此
：捧
；片
の
生
库
物
ご
は
認
め
る
事
が
出
来
ぬ

P

此

場

合

：の所
..

得
は
、

r
#

を 

.折

取

る

.勞

働

と

'厲

を

揮

ふ

努

働

>；0

の

生

.能

物」

に

，外

な

ら

ぬ
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.前
者
.は
媒
實
を
獲
得
せ
ん
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す 

る
勞
働
め

§
r 

一
 

f

に
；爲

な

ら

ぬ

.の
で
；
^

る
。
，
之

を

1

般
的
に
云
へ
ぱ
孤
立
.經
鸿
主
體
は
成
る 

ベ
く
多
額
：
0

所

得

を

海

ん

が

爲

，め

，
に

は

、
先

づ

原

射

.

道

具

ご
0
.
生
廣
を
以
て
其
勞
働
を
始

’，め
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次
：で

其

道

具

を

て

原

料

に

加

H

ち
る
勞
働
に
移
ね
、遂
.に
斯
ぐ
し
て
所
得
に
到
達
す
る
道
程 

を

輕

な

け

れ

タ

ら
ぬ
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で
あ
ふ
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，然
る
に
殷
科
は
全
缴
，道
具
は
部
分
的
に
消
魅
す
る
こ

，レ

.
n

依
'
.

て
"
®
t

本
.，は
.絕
ざ
す
所
特
に
變
形
：し
ク
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あ
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。
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者
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.
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過
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す
し
て
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所
，
 

得
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共
に
等
じ
く
勞
働
、而
：か
：も
：勞
働
、の
み
の

‘
生
.産
物
，で
あ
る
。

先

 

'づ
資
本
生
産
な 

る
，道
，殺

： .

を
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囘
す
る

‘

こ
：
’
^
^
^
^
^
^
^
^
^
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の
潜
牧
は
勞
働
に
の
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み
歸
す
べ

き

も

の
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あ 
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；ぶ
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；
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に
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.
.す
る
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j
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：ょ 

く
‘
-
:

S

然
を
驅
使
す

る

方
法
.
を
解
す

.
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こ
.
ビ
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依
て
、其
生
産
力
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め
て
居
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と
云
ふ
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週
ぎ 
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ぬ
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ン
言
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し
て

‘
ま
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ぱ
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勞
働
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•
の

：
潜
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：
み
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生
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V

て
"
思
に
資
本
ご
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す
る
、本
質
上
努
働
と

_
は
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殊
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：，働
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と
し
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參
加
す
る
鶴

一
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耍
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素
か
ら
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な
レ

/

孤
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經
濟
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體
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；..泰
、以
.夕

I

に
，立
.：ウ

i
H
.
'
.
i

 

.

.な

.
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.
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。
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摩
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.
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ヤ
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；
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濟
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原
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産
業
に
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然
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採
取
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ら
れ
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原
生
産
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造
の 
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料
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な
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製

.
造

：
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は
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造
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原
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な
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後
の
段
隙

.

に
於
て
享
樂
財
又
は
欲
望
充
足

‘

資
料
オ
，る
完
成
狀
‘

態
R

到
達
す
る
0.

同
時
，に̂
 

R
 

機
械
及
.

か
道
具
の
生
鼓
を
‘

擔
：當
す
：る
も
の
が
あ
り
ヤ
、各
階
，欧
各
部
門
k

於
て
.

要
せ
ら
る
、
道 

，具
機
械
の
供
給
補
光
：を
掌
る
。
，，而
し
て
各
.

生
産
：

部
！
：

の
最
後
階
段
.

に
於
て
、完
成
の
狀

.

態
に
..遂 

し

e
,

享
樂
★

は
、社
會
.

其
：ま
及
び
社
會を

，；

郁
成
；^.
や
.

湖
人
の
間
に
.

分
配
，せ
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も
れ
.

て

各

：
そ

の

：
欲

.
望 

•

充
足
の
：用

.

，
に.
厲
せ
ら
れ
る
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記
の
；如く

.

社
喻
^

の
者
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奪

け
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g
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#

額
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：權

ま

:
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定

せ
ら
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<；

の
政
め
ネ

‘
得
#

は
各

*
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應
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；

る
.

、

財

が

國K
所
得 

を
.形
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熏
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縮
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.
す
も
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で
、孤
立
經
濟
下
に

'
於

せ

る
..

資
本
に
^

就
て
.
云
は
る
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ビ
'
正
，に

：

同

_

の
事
は
、資
本
及

.

び
土
：地

：：

私
有
の
：有
轉
じ

.拘
ら
す
、國
家

：

經
满
ほ
.£

け
る
翻
ね
資 

本(

國
ほ
じ
親
存

.
す
る
資
本
物
赠
：の
，綜

<
^
2

)

>ゎ
就
て
も
云
は
れ
る
か
ら
で
ぁ
る
。

ぬ

土

地

.

及
、び 

資
本
：私
：有
の
行
は
れ
ざ

る
社
.
會
に
於
て
は
、現
任
社
愈
に

.
於
け
る
：が

如
く
、私
的
資
本
の
爲
め
に 

資
本
本
質
の
確
：

i
i
を
：：

妨
げ
ら
れ
る
事
が
な
い
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め

、
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は
.
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層
容
易
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す
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る
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そ
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彼
れ
：は
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提
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、
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し
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.濟
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.

於
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解
#
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へ
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由
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す
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土
®

資
本
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さ
，脾
會
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於
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民
資
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か
。
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濟
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‘
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へ
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ぱ
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#
:
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獨

牧
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蓄
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作
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に
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る 
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如

く)
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.
，に
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門
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織

多
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，濟

又
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經
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f

を
#

準

は

、そ

れ
■

民
的
勞
.動

"

量
培
加
‘

の

鮮

舉

と

し

：
て

：

'の

み

，
生

じ

得

る

：
。

然

：
る
：
に

，
：
國

.民

的

勞

：
働

量

の

墙

加

は

：
，
ニ

 

I

法

ゼ

行 

は

れ
#

る
。
.

第

r

は

生

血

力

に

異

同5

な

い

も
0

と

し

，

K
1

國

民

が

他

國

民

ょ

タ

も

生

産

を
 

行

ふ

摩

が

乏

し

い

爲

：め

に

、

.
V

の

繼

承

本

，財

從

て其
.：の

.：

代

表

，ず

る

，價

赠

額

の

，レr 

大

タ

る

：場

合
、
m

 

ニ

は

；：生
®

の
.

®

:段

階

に

於

モ
.
レ

レ

多

量

の

勞

働

が
.

生
ま
に
投
☆
ら
る

、

場
.合 

:

で
，‘
あ
.

タ
"

此
©

I

:

:
め
，：方

"
法
i

け
る
'身
偷
奪
增
加
の

.
最
大
働
因
は
人
口
そ
の
考
の
墙
.如
で 

あ
I

、休
日
の
：
.制
度
、勞
働
時
間
め
延
揖
小
姑

 ̂

i

は
.

低
ぐ
、範
圓
に
ほ 

.
タ
は
あ
る

が

M
に

：^
^
同

じ

轉

果

，が
：あ

，る
。
；：れ

作

；

'
に
；‘じ
て

も
：國
民
資
本
ゆ
墙
加
が
勞
働
じ
由
て 

の
み
：行
：は
み
る
事

I

:

ふ
.R

o
d
b
e
r
t
u
s
: 

S

t

；

明
白
で
あ
ら
ぅ
。

.

俳
し
經
減
學

«

が
資
本
は

- 

鄙
約
.
又
i

t

蓄
k

,供
：-

て
生

ず
5

K

ふ

場
合
：
じ
一

は
必
じ
.
も
原
料
、道

.
具
：其

者

の

貯

蓄

ふ

.

事

の

­

み
. 

を
考
 

へ
て
は

f

 

:い
ぐ
.
是
I

.

資
本
：财
を
造

/

る
^

^

^

^に
'
は
、を
れ
を

i

す
る
勞
働
者
を

t

 

.
ふ

け

の

食

，料
、

I
:

般
的
，に
‘云

f

ぱ
辨
得
财
が
豫
め

.

.蓄
積
.

さ
れ
な
く
て
：：は
な
ら
ぬ
。

少

く

も

國
'

:

民
資
本

2

遊
激
M

 %

ま

の

結

深

.

.

し
て
增
加
す
‘る
場
合
に
は
、此
の
新
生
産
者
を
養

.
ふ
丈
け 

の
；食
.
科
が
豫
め
存
在
；し
な
け
れ
ば
處
：ら

g

タ
糊
ふ
の

^

で
あ
る
。
’

俳
し
.R

o
d
b
e
r
t
u
s
.

は
此
見
解
に 

も

同

：
ぐ

：
し

な

い

。
：
：
何

，
：
故

：
を

I
f

ふ
k

成
れ
の
；爾
明
に
從
：へ

.

ぱ
、抑

も

,
^
働

者

增

加

行

は

れ

る

方
 

法
は

1
1

つ

ホ

る
。

> r

は
平
.均
年
齡
が
延
'長
す
る
滿

"
H

は
出
生
率
：̂
上
進
す
る
こ

>
/
J.

で
あ
る
.。

I

幣

一

ゆ
方
法
で
‘
勞
■

者
數
が
增
.
加
：す
る
場
合
は
、ぬ

乂

消

費

し

つ

、
生

産

す

る

者

の

生

布

期

間 

が
.

延
提
さ
れ
る
ご
：云
.
，
ふ

丈

；
け

で
.一；あ
：る

か

ら

食

料

蓄
»

み
問
題
は
.

起
な

い
。
.

鶴

ニ

の

人

n

增
加
‘

の
場
合
に
は
、

.！
，
ホ#

が
‘

生

み

、
從

，ゥ
；
，
て

養

育

す

ベ

き

子

女

.

の
數
が
增
加
す
る
の
：で
あ
ろ
か
ら
、子

.

.

..

.

.

.,

.

.

.- 

.

唆
が
成
長

X

て
自
か
ら
生

.

.夢
ボ
.
從
，事
し
得
る
に
：至
ぶ
迄
、父

.

#

は
，-
從
：ポ
ょ

.
^
.は

i

 

ザ
：̂

に
：
 

S
p
M
c
h
e
r

生
®

し
な
け
れ
ば

-

な
ら
ぬ

0 

,俳
し
此
の
節
約
的
に
生
活
す
る

.

^

云
ふ
事
は
經
济
舉

' 

者
の
所
謂
，

,

養

想
#

'S
I
m
-
e
n
,
,:

ビ
，.其

意

族

ポ

じ

で

な

い

。

加
：之

右

，.は

子

の

勘

ぱ

父

母

の
 

生

遗

力
.
に

2
|

周
.
な

き

；.
^

の
し
て
の
論
で
あ
る

.

が
、獵
常
は

-

此
.
期
間
に

〉

於
て
：.
生

韋

方

は

，播
.

.

.

. 

- 

■ ;

■

ン

■ 

. 

•
 

.ふ，

進

す

ろ
‘ {

R
o
d
l
D
e
r
t
u
s

.

を
の
理
由
を
示
さ
す

)

。
' 

從
て
此
摩
味
に
於
：け
る
節
料

.も

.

不
必
耍
で
あ
る
。
 

R
o
d
b
e
r
t
u
s
:

も

r

 

J
.

 

S
.

 

i

の
引
例
に
あ

.

.る
や
ラ
に
、

{2
7
9
)

奴
：棘
の
所
：有
者
が
ぜ
織
を
し
て
繼
續
せ 

,

:
但

し

し

め

、或

れ

所

有

叙

，！！
の

數

を

お

：

.さ

ん

，'が

爲

め
'
じ
•

は

；
、
生

：寒

物

：
全

：
部

を

自

：

.
已
，；の
：享

樂

ビ

殺

消
 

0
^
0 

.̂.
 

^

脱
：
-

：
ロ★

ド
C

ト
ス.
S

霞
魏
補
遣
.
，
 

S

取

七

取

KSŜ -'

r

i

l

l

nt k I
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潘

五

卷

<

 

:

H桑

)

M

辦

I

ドX 
f

ス
i

糖
#
}

.

i

遗 

第
f

七3、

，
せ

，
ず

し

で

、
其

j

部

；
.々

奴

鎌

飼

，
料
'

て

與保
： .， 3

な
.
；
け

れ

ぱ

：，̂;;;̂
,.

ぬ

事

を

泰

敏
^
^

 ̂

‘
.
併
 

I
之
は
奴
織
制
壞
ギ
云
ふ

#

足
の
法
制
：に

必

要

ビ

な

ゥ

.
た
-
.
0

.
で̂
，in

然
的
輕
濟
過
释
上

，
；
^
 

要
な
の
で
は
な
い
。

「
：

側
ホ
仏
述
：の

「

場
命
に
於

.
て
は
生
産
者
：チ
其
生
，

S

#

ご
の
間
の
自
然
的
經 

濟
翻
係
は
全
然
廢
ま
さ
れ
て
居
る
。

此
場

.

^

、生
産
奪
に
：は
彼

.め

.

生
塵
物
、即

ち

彼

れ

が

盤

る

ビ 

Z
ろ
：の

生

：産

脚
：
*
^
.
:
^
:
ー⑧

も
な
い
。

彼
は
其
所
有

'か
ら
除
外

.
せ
も
れ
.
注
‘
座
#

ぱ
も
れ

*
を
同
じ

<
 

已
セ
の
：i

n
,

産
物
k

.

鞭
す
.
る
"0

し
經
游

上
：： .

の
意
.味

で

な

：
く

て

法

律

上

.
の

意

ゆ

 

'に

於

，て

己

れ

の
k

 

ま

物

他

聯

す

る
他

人

.ホ

宇

に

部

屬
す
る
。
；
-
;此
|
一

の

非

，
生
.
.産

者

ぜ3
:.

生

適
.物

：所

有

者
は

、
生

；
寧

者
を 

し
て

:

史
}

勞

働

；^

し

か>
0

爲

，
め

に

、
？

^
、
生
-能

物

、
郁

も

法

律

上

の

.

意

除
.ぱ

於

け

る

生
S

物

か

ら

節
 

#

を

し

な

け

4

は

な
"

^

ぬ

。

：

，彼

は

を

の

生

，
，
適

物

： ŝ

 

::.1:.

.部

分
*
 

f

消
せ
す
し
て
ざ
み
生
産
物
を 

海
.ね
れ
た
る

ま
#

律

f
:

持
0

;

^め
：：

K

充
當
し
な
け
れ
，ば
な

，ら

ぬ
。

而
し
て
此
の
生

，産

蒸

に
.は 

そ
の

勢
働
力
維
持
：の
爲
；

め
に
，必
要
.
な
る
★

け
が
遺
附
さ

^

れ
ぱ
な

6

デ
の
で
あ
る
。」

i

o) 

即

ち：

が
I

&

S

に
從
入
ぱ
セ
然
的
；經
濟
過
程
め
，

み

を

服
中

に
置

す

.ぱ

資

本

の

成

立

墙

加

は
ダ
 

た
勞
⑩

R

依
て
の
：：み
行
は
れ
る
。

資
本
が
貯
蕃
に
由
，

.て
發
生
增
加
ず
ど
，云
ふ
，

は

た

义

一.
定
法 

を

條

仲

ざ

^

る
私
的
.
資
本
に
就
て
の
み
云
は
る
ベ

^
5^̂
事
な
の
で
あ
る

Q
:

即

ちr

戚

者

が

J

切

の
生
産
抑
は
或
卷
が

M

を
造
レ
、他
の
者
に

.j

切
め
一
生
産
物
は
或
者
が

i
N
l

を
造
、
-
义
他
の

«

 

^
 ! 

切
の
生
：産

物

が

®

ず
る
や

‘，ぅ
な

社
， .

會
狀
態
が
存
す
る
，時
ぢ
後
廣
は
前

-
索
に
、鬼

.
に
角
彼
等
が
，.生 

產
を
繼
鎭
し
得
る
丈
げ

.を
： .

注
産
物
の

.
‘中
か
ら
殘

.
さ
な
れ
れ

.

ぱ
：な
ら
ぬ
。

j

饼

*
1
?̂

ら
0

然
的
生
.
産
. 

過
.
舞
上
.

じ
れ
て
、資
本
成
立
の
爲
め
じ

.，％

菩
は
：果
し
て
必
要
な
る
か
否
か
の
問
題
に
就
て
は
つ
彼 

©

,

法
律
に
依

V

造
，ら
れ
た
：る

濟

學

の

：立
場
か
，ら
す
れ
ぱ
人

H

的
な
る
脾
會
狀
態
は
何
物
を 

.

も
腊
明
し
な
い

レ
®
:

で
あ

'
る
。

(

§

、
2

$

 

;

:
 

,
'

,

,
.

.

.

.
十

七

 

'

:

ッ
國
民
資
本
は
如
何
に
し
て
再
生
齋
せ
ら
る
：

 

> 

か
。
云
ふ
迄
も
な
く

.

努
働
に
液
て
行
は
れ

る
'‘
 

孤
立
經
⑩

の
，變
合
に
經
：，

w

:

主
體
'

が
其
時
.間

の

一 
'部
を
道
旦
？ざ
原
、料
の
生
産
に
割
い
た
ざ
、同 

，霞
に
吾
ク
は

.：<
,

想
定
せ

.
る
：社
會
に
於

'

て
は
、
#

糧

生

庫

，の

最
.終
段
'
階
k

-

於
て
絕
え
す
：所
得

'
尉
が
：
：
. 

生
溝
.
さ
，る
 

>

と
，
同
時
一
に
、其

以

前

の

：
詣

段

：階
：
に

於

て

；は
：絕

え

や

原

料

道

.
具
.
：
の

：
生

産

補

充

.
が

行

は
 

れ
‘

る
の
で
あ
る

‘
？，

{
2
8
6
-
2
3
8
}

此
S

の
關
し
て
は

' R
o
d
b
e
r
t
u
s

の
說
明
に
は
難
解
な
る
何
物
も
な
"い 

f

最
後
じ
國
民
資
本
と
：國

K

所
得
と
.

の
■

係
は
如
何
。
此

S

に
於
て

.

.も

R
o
d
b
e
r
t
u
s
、

は
孤
立
經 

濟
'

T

に
於
け

.

る
資
本
，と
所
得
ダ
の
關
係
：じ：關

.

す
る
言
說

>

を
反
‘
‘
®

す
る
。
r

1
:

國
K

.

も
孤
立
法
ー
播
.

第
十
五
港

.

(
H
:
<
*̂

 

)

餘
.

明
-

:

:ロ
す
ド
ぺ
ゲ
ト
ス
の
，縫
濟
舉
酣
補
道
 

S

號 

七
七
，

I

お

ぃ

だ

.ガ

.

り

 

む
：̂

,
^

;
.

ド -?-

ジ
-

'■ ^ 4x

E

n

i

H

M
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.
’

热
十
器
.

S

八
，八)

論
.
，
耽
な
す
ド
べ
ぐ
.K

i

濟
舉
眺
補
遺 

i

號

.

^

A

'

‘
.

A
同
，'じ

道

具

と

原

料

ビ 
'を

造

り
、を

の
道

具

を

以

て
を

の

腐

料

か

ら

所

得

，財
を

造
.

る
に
§

 

ぬ
？
：，
.

國

民

，資

本

：も
，國
K

所
#

も
兩

者

共

，に

等

し

ぐ

國

民

勞

働
の
、而
し
て

嚷
，民

勞

•働

の
.
み
，の
廣 

嗽
，‘で
，あ
る
'
 

,.卯
國
民
資
本
の

*
K

 

ビ
國
民
所

W

の.ネ
小
ビ
は

 

'並

進

：す
^
,
-
0
, -
0
ち

勞
®
卞

産

，プ 

力
I

增
：お
：1

れ
ぱ
國

.民
：，
資
本
，

'タ
國
與
所

.得
，
も
共
：に

M
 

K 
.於
て

M

.

M

し
、人

n

 

加
.の
結
，

f
レ

，し
， 

睡
民
.
が
生
産
物

.
j
i

惯
傅
に
於
て
墙
加
す
れ
ぱ
、國
民
資
本

も

國
K

所
得

も
共
に
價

値

に

1：

ル
て
號 

加
す
る

‘
0

,

:乍
併
此
の
：並

進

關
係
あ

^

^

は
決
-

3

て
.國
民
所
得
が
國
戾
資
本

.

.の
：所
産
で
あ
る
が

®

 

め
ヤ
は
な
ぐ
て

i

民
的
资
本
も
所
得
も
>兩
者
共
に
同
一
な
る
、其

以

外

存

す

る

力

、即
ち
國

K

 

的
勞
働
、に
由

.
て
造
ら
れ
、赶

0

動
か
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
S
.

 

2
8
8
)

.

.

R
o
a
b
e
r
t
g
.

は
資
本
を
以
て
所
得
の
，源
嚴
と
篇
す
の
說
を
、資
本
當
體
ビ
资
本
財
産
、國
民

所
得

 

ど
®

;人
：：

所

得
.

.

の
捉
间
に

.

ま

し

て

居

る

デ如
：，
.
.

土

地

資

本
9

取

有

せ

ら

.
,
.
，
現

赃

會

に

於

て
 

は

資

本

，2
:
^有

者
^

生

：
産上

：
；！

，.指
を
も

：

動
か
す
事
な
ぐ
、而
か

A

所
有
資

 

'本
の
偕
値
の
緣
极
な

<
 

し
.
て
究
時
的
所
得
を
收
度

.す
‘
ネ

>
J

 

V
J

が
出
来

.

.义
ブ
此
事
實
を
見
て
多
く
の
經

W

學
き
は
資
本 

を
所
得
の
源
嚴

ビ

爲
ず
の
で
あ
る
が
，辩
に
所
謂
所
得
の
源
東

‘ね
實
は
資
本
で
.は
な

く

て
、資
本

. 

所

K
a
p
g
b
e
s
i
t
z

で，あ
る
。

k

し

此

所

禅

¥

 R
o
d
b
e
r
t
u
s

に
從
へ
ぱ
現
ね
法
制
の

力に

,

,,

て
、

’，

勞
'働
生
産

物

の

j

部
が
ッ
生

〜

逢
者
の
手
か
、-

P

資
本
私
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.
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。
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又
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が
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ら
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廣
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を
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華
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.
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.

に

絕

對

.
的

生

游

必

’
需

品

が

生

0
さ

る

、

と

同

時

に
.他
の
部
：分
の
轉
一
め

J
J

齋
高
齋
侈
品

が

生
S

,

せ
：ら
：れ
、然
ら
ざ
，る
場
：

<
2

ょ
-り
4

生
産
物
.
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が
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を
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數
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を
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。
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兩
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す
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滿
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.
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す
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ら
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。
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が
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原

.
料
と
同
じ
ぐ
、生
産
若
，し
く
は
：

.
企
業
.
開
始
以
前
'に
豫
め
蒋 

在
す
る

‘
.

.Q

ビ

の

考

へ

.

基
い
て
居
る
：が
、

R
o
d
b

かr’t
u
s

は
此
の
：考

.

へ，友
を
否
定
す
る
の
で
あ
る

" 

n

 

.へ
ら
ズ
凡
賞
銀
の

.

デ

桃

は

並

産

物

，賣：

却

以

，前

に

行

は
.
れ
る
か
、或
は
賣
却
を
俟
ろ

5

.其
收 

餘
％
:
:か
ら
：支
挪

.ぶ
か
の
孰
れ

-
か
で
あ

^
9
。

：，前
の

.揚

<
2

に
：は
企
業

*

家
が
豫
，め
赏
叙
ま
挪
の
資
金 

を
持
力
な
イ
ん
は
ガ
ら

.
g

辦
は
明
白

.で
あ
あ

I
.が
、之
は
私
的
資
本
に

i
f

す
る
も
の
で
、此
に
論

$
1

力
 

;ら
る

バ

き
資
本

'
當
微
，
w
,
„助

全

く

，
別

物

：
で

あ

，
：
る

"

：賃
厳
財
暮
働
煮
の
消
殺
す
ベ
き
生
産
，物

)
4
/

の
‘ 

禅
：；
2
,

辛；

巧
成
，殺
督
銀
支

#
.
.期
日
釋
前
に
は
凝
在
す
る
て

€
を
要
ず
る
け
れ
ど
も
生
産
開
始
，

:

⑧
溯
ホ
：翁
す

i

ま
要
：

2.

な
い
。
：
‘而
.し
て

®

銀

支

，挪

は

常.じ.1,EI，
i

週
、

着
し

；...
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筒

n
n間
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，
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鑑，；？
t
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行

，
ぱ

，
れ

た
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始
め
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梵
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薄
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論
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就
/

ロ
ォ
ド
ぺ
‘ャ
ト
ス
の
.細
濟
擧
誰
1

‘ 

I

.號
' 

八
四‘

ら
.

れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

故
に
彼
等
は
豫
め
生
廣
開
始
前
に
存
す
る
生
遊
物
の
.中
か
ら
で
は 

な
く
て
特
定
の
期

§

內
に
：彼
：等
が
造
出
す
、生
産
物
の
中
か
ら
賞

.
銀
を
支
*

は
れ
る
の
で
あ
ジ 

て
、此
厥
に
於
て
賞
チ
を

‘
構
；成
，；す

.
る
.
.，所
得
財
と
の
間
に
何
，等
の
差

.
別
を
.
設
く
可
き
理
由

'
は
，な
い

：
o 

货

H

賞
銀
，財

S
'

み
が
®

ら
該
，生

産

の

資

本

に

數

.へ
ら
る
べ
き
理
由
も
な
い
の
で
あ
る
。

次
に 

貧
銀
が
，生
産
物
ま
桃
を
俟
，ウ

V

其
收
益
ホ
か
ら
：支
拂
は
れ
る
揚
合
に

' 

は
、其
時
迄
勞
働
者
の
生 

ぽ
を
支
へ
る
貧
銀
財
は
該
生
簿
め
，資

本

W

見 
'な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
、じ
論
き
は

I
i

ふ
の
で
あ
る
が
、
 

之

は

，身

働

者

が
.

前

勘

に

愛

：
^

た
，賞

舉

若

し

く

は

；
.
所
：得
で
あ
ウ
て
、賞
叙
は
を
れ
に
纖
し
て

S

本 

，た

る

：か

，所

得

た

ふ

か

：
を

決

し

：ょラ

ビ
し

て

居
る
、問
題
の
生
産
の
爲
め
の
賞
銀
で
は
な
い
。
加 

之

1

ぱ
®

の

.得
受
入
，
★

で
.

^

支
：
へ

る

に

：前
.期

生

，.廣
か

.
、ら
の
所
得
を
以

V
J,

ず
る
事
は
勞
働
ぜ
に 

服
^
 

☆
事
で
は
な

 

< 
て
、堆
主

.
及
び
資
本
家
も
新
生
産
か
ら
新
賞
子
を
收

' 

め
る

S

は
、前
期
の
賞 

子

§

を
：以

•
て
生
活
す
る
の
ヤ
あ
る
。
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此
點
に

.於
て
も
賃
銀
財
と
賞
子

g
>

を
®

別
す
べ
き

M
 

由
：は

立

た

ぬ
。
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故
.

に
臂
：觀

財

ど
貧
子
財

>
J

は
共
に
等
し
ぐ
國
ほ
資
本
を
形
成
す
る

か
、或

は
共 

じ
等
し
ぐ
國
民
所
得
を
形
成
す
る
か
何
れ
か
で
：な
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て
は

な

ら
ぬ
。

而
レ

Iて
そ
の
之
を
國
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資本：
認む可からざる理

S
は
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に
再
三
說
明
レ
ぬ
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レ
で
あ

ミ
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3
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.
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し
第
三
に
以
上
説
明
す
る
所
に
か
て
賞
：鎭
财
そ
の
者
は
；奴

f
l

所
有
者
が
奴
織
維
待
の
篇
め

K
 

自
己
の
消
殺
を
節
，約
す
る
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同
じ
意
味
に
於
て
節
約
せ
ら
れ
る
事
も
な

.

い
。
勞
働
若
は

S

ら 

之
，̂

消

费

し

て

貯

蓄

せ

：す
、金

，業.家
は
夢
働
夢
に
配
：
當せられれ赏銀

®

に
：勤
し
て
は
最 

早
處
分
權
を
持
た
ぬ

.
‘
*

で
あ
る
か
織
所
有
者
が
奴

.
鎌
の
生
活
費
を
貯
蓄
し
ね
，や
ぅ
.に
勞 

働
夢
の
爲
め
に
：貯
菩
を
行
ふ
こ
は
出
來
な
い
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で
あ
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。
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説
明
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彼
て
、分
業
め
有
無
，土
地
資
本
：に
關
す
る
法
制

0

如
何
に

J
i

な
ズ
、資
本
常
體 

は
常
に
，原

料

道

具

と

を

以

て

成

-

^

,

#

.

.
働
：に.依
て
發
生
增
加
し
旦
ク
所
得
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對
し
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因
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係
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く
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後
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ふ
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t
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。
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、
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資
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濟
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發
生
墙

.
加
，し
、所
，得
に
對
し
て
如
何
な
る

■

係
に
立

.

ジ
か

0

0
明
は

0
だ
.

不
充
分
で
あ
る
が
、取 

.
的

資

本

が
.一

定
の
法
：制
を
條
仲
せ

t
 K

始
め
て
成
立
し
而
；，し
て
其
法
制
は
藤
史
.的
廣
物
で
時 

代
K

依
て
或
ほ

0
ゥ
或
は
b

 j
s

.る
も
の
な
る
事
は
彼
，
0

反
複
力
，說
し
て
，

a

ま
ぬ
處
で
あ
る
？

ベ

現

社

營
.に

於

、

は

：
®
:に
：
個

人

的

所

得

：の

み
..な
も
の
者
、

並

に

最

-̂湖

の

段

階

，か

ら

最：
： 

後
め
段
階
は
、

M
る
，
迄

の"國
民
全
生
産
物
ほ
生
；産
者
以
外
み
释
三
黄
の
私
有
分

s

i

f

t

,

O
O
S

巧

に

分

だ

れ

，て

居
b

、而
し
て
此
私
有
發
は

.

其
：所

有

，者

に

國

民

所

得

：：の.分

前

即

も

货

子

を

與
'

へ
る
0 :

然

，る

に
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切

め
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地
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，得
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以
外
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秘

人

の
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.
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す
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‘れ

ぱ

國

民

生

廣

物並
に

國

民

所

得

の
0

動

を

支
配

す

- 

:『

も

め

；サ

紙

愈
M

者
.
ではなく：
て、
是等秘有分の：

者
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§

ち
生
産 
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舞
等

ゆ
：
汉

ぜ

が

.
数
，働

者

を

結

合

し

れ

を

自

家
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-

企

y

レ
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て
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す
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に
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營
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る

奴

，
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下
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於
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濟
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爲
め
，斯

る

秘

有
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欠
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ら

ざ
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♦
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ま
例
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ぽ
原
生
：‘産
を
營
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.ど
す
る
も
の
は
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地
生
産
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物
道
具

»

他
に
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す
る
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紫
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杳rodukt

で
板
永
經
满
學
者
が

k
%
:

ピ
辦
す
：る
も
の
が
是
で
ぁ
る
？
彼
は
別
ゆ
所
で
之
を
ま 

0

の

資
本
と稱
し
て
：狭
義
の
資
本
即
ち
國
廣
資
本
に

.
，對

立

せ

し

；め
て
；居

る
て
グ
ご
れ
は
®

に
彼 

I

が

ャ

#

 

H

年

の

著

Nur Erkenntnis:
:

の
巾
に
行

'
.ふ
，
ぶ
こ
ろ
で
、
.今「

資
本
論

」

の
欠
を
補
ふ
®
め 

共
.一

,

節
を

S

用
す
か
：ば
，

日
ぐ
、

「

：
.

.
狭
^

^

は
本
故
の
意
義
に
於
け
：る
杳
本
は
之
を
取

&

 

の
資
：本
又
は
企
：業

並

金

€ 

別
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。：

;

前
者
は
道

•
具
及
び
原
料
の
現
ザ

*

；
^
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s

务

.5,

後考今日：
のネ業ご，

>1:

企
業
親
營
め
爲
め
に
，必
要
な
る
基
金

Hond

全
'部

を

包 

含
す
る
。
.

.
今

，日
0
關

係

：に

傅

れ

：ぱ，1
:

企
業
家
の
基
金
は
營
に

原
料
及
び
道
具
：の

*

み
な
ら
す
ぶ
，
 

:

邀
汝
益
の
：ホ
か
ぎ
必
要
な
：る
臀
銀
及
；び
赏
子
を

ま
’桃

.
ふ
に
足
る
史
け
の
’貨
胳
を
ま
な
け
れ 

-.ゆ

_

な
ら
ぬ
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